
5 ¶ 逆関数とそのグラフ ２０２２年度前期 微分積分 I（火曜 2限）

1 f .x/ D 3x C 2

x C 2
とする．

a) 関数 y D f .x/の定義域を求めよ．

b) 関数 y D f .x/の値域を求めよ．

c) 逆関数 y D f �1.x/を求めよ．

d) y D f �1.x/の定義域と値域をそれぞれ求めよ．

2 f .x/ D � 1p
x
とする．

a) 関数 y D f .x/の定義域と値域を求めよ．

b) 逆関数 y D f �1.x/を求めよ．

c) y D f �1.x/の定義域と値域をそれぞれ求めよ．
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3 f .x/ D
p

�x C 4とする．

a) 関数 y D f .x/の定義域と値域を求めよ．

b) 逆関数 y D f �1.x/を求めよ．

c) y D f �1.x/の定義域と値域をそれぞれ求めよ．

d) y D f .x/のグラフと逆関数 y D f �1.x/のグラフを描け．
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【裏に続く】

分母≠ 0 より つけ -2 には 2ル にパ ) 定義域 i -744 ≥ 0 より も€4

値域 と 。

y =
3も十2

x+2
を 解く と ( つけ2 ) は = 3つけ2 より は - 3 ) つに 2 - 2 7 ・

y = f - x+4 より yた 一つ(十4 ⇒ 7(二 - Y74
はキ3 の とき 解を もっ から 値域 は タキ 3

x と yを 入れ換え て y = f
"
いしに ーだ+4

y -3 。

したがって fな ) = る苛前 問 の D より 、 Y キ 3 の とき x =
2は

ここで の とり を 入れ換えて 定義域 i NZ O

y = f ない = 金考

定義域 i つけろ

値域 が 物噛域圳

値域 涎

、委
"

定義域 : x > 0

値域 : g < o

y = 一 度 を つく について 解くと は三文 より つに立つ
( と は を 入れ換えて y = fた ) = 衣

定義域 が 0

値域 y > 。



4 f .x/ D x3 � 2とする．

a) 関数 y D f .x/の定義域，値域を求めよ．

b) 逆関数 y D f �1.x/を求めよ．

c) y D f �1.x/の定義域，値域を求めよ．

d) y D f .x/のグラフと逆関数 y D f �1.x/のグラフを描け．
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担当：鍬田政人 (kuwata.04f@g.chuo-u.ac.jp)

5 f .x/ D log2.x C 2/とする．

a) 関数 y D f .x/の定義域を求めよ．

b) 関数 y D f .x/の値域を求めよ．

c) 逆関数 y D f �1.x/を求めよ．

d) y D f �1.x/の定義域と値域をそれぞれ求めよ．

e) y D f .x/のグラフと逆関数 y D f �1.x/のグラフを描け．

−5

−5

O 1

2

2 3 4 5 6

3

4

6

5

1

−1−3−6 −4 −2

−1

−3

−6

−4

−2

定義域 実数全体 、
値域 i実数全体 (R

.

1がか) 真数条件 より も+2>0 ⇔ x > - 2

y = log 2 (x-12 ) と おく と
、

どんな y について も つく = 2と2 という解を もつので

y = I - 2 より x = NY-12 値域 は実数全体

x と y を 入れ換え2 y = f なし ) = 現+2
y = log (つけ2 ) を 北 につい て 解い て つく = 2

は
-2

定義域
、
値域 とも に 実数全体

x と y を 入れ換えて Y = f
"
(ル) =で-2

定義域 : 実数全体

y = っに2
甌"

密:

2
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